
経験豊富な講師からのアドバイスをきっかけにやるべきことが明確に
ある講師の⽅に「外国⼈患者受⼊れ対策は、学習ゴールを壮⼤にすると失敗しがち。病院としてできないことがあっても、
患者にきちんと説明し、妥協点を探せるようにしておければ良い。」と教えていただき、これまで⾼くそびえ⽴っていた外
国⼈患者受⼊れのために越えなければならないハードルが、⼀気に下がった気持ちになりました。研修を参加したことで、
当院での課題を整理することができ、その後の体制整備でやるべきことが明確になったことが、当院の体制整備が前に進む
きっかけになったと思います。

Q.実際に研修に参加してみていかがでしたか。

知識やノウハウはもちろん 同じ課題に取り組む仲間に出会えた
研修では、外国⼈患者の受け⼊れ実績を多く持つ医療機関の担当者の⽅から事例を交えた話が聞けて、
これまで知らなかった知識・ノウハウを得ることができましたし、外国⼈患者受⼊れ体制の整備に積
極的に取り組んでいらっしゃる医療機関の⽅とも交流ができました。研修での交流をきっかけに施設
訪問をさせていただく機会もありました。やはり、実際に外国⼈が⽇常的に来院されている現場で、
どのような取り組みをされているのか⾒たり聞いたりすることは⼤きな収穫になります。また、実際
に取り組みを進める上で、助⾔や意⾒をいただけるつながりができたのも、研修に参加して良かった
と思えることの⼀つですね。

Q. 受講を検討されている⽅や、これから体制整備をされる⽅にメッセージをお願いします。
将来のリスクに備え来院する外国⼈患者数が少ないうちに体制整備を
当院のような中⼩規模の病院やクリニックでは、⽇常的に外国⼈患者が来院する⼤学病院や総合病院に⽐べて、外国⼈患者受
⼊れ対策が後⼿に回りがちです。でも、訪⽇外国⼈が増えていて、2020年東京オリンピックも控えている中で、今後どの医療
機関にも外国⼈患者の問題に直⾯して頭を抱えるタイミングが来るはずです。来院する外国⼈患者の数がまだ少ないうちに、
様々なリスクに備えて準備を進めることが重要だと思います。外国⼈患者体制整備はどこの医療機関にとっても新しい取り組
みですが、研修で必要な知識とノウハウ・仲間を得ることで、皆さんが⼀⼈で悩みこむことなく、⾃院の体制整備を進められ
ることを願っています。

Q. 研修に参加して、貴院の外国⼈患者体制整備に役⽴ったことはなんですか。

「研修受講したことで⾃院の課題を整理でき、
⼿探り状態から脱するきっかけになりました」
2017年4⽉受講
岩井医療財団 医療情報部 広報課 北村果納⼦さん

Q. 研修受講の動機・きっかけはなんでしたか。
何から⼿をつけたらいいのか分からない「⼿探り状態」から脱出したかった
当院は、名前の通り整形外科と内科がメインの病院で、特に椎間板ヘルニアや脊柱管狭窄症などの脊椎疾患治療に特化した病
院です。患者さんの⾝体に負担が少なく、早期に退院・社会復帰のできる内視鏡下⼿術を得意としており、東京都江⼾川区と
いう外国⼈居住者が多い地域ということもあり、⽇々近隣にお住まいの外国⼈が受診されています。また、当院の脊椎内視鏡
下⼿術を受けることを⽬的に、海外から来⽇される患者さんもいらっしゃいます。
ですが、2017年当時はまだ外国⼈患者さんの受⼊れルールや体制が決まっていなかったため、本格的に体制整備を始めること
になり、これまで外国⼈患者さんの通訳や問い合わせ対応などをしていた私が、担当者のような形になりました。でも、いざ
体制整備を開始してみると、いったい何から⼿をつけたらいいのか、誰に相談したらいいのか、⼿探りの状態だったんです。
そんな中で「外国⼈患者受⼊れ医療コーディネーター研修」を⾒つけ、JMIP（外国⼈患者受⼊れ医療機関認証制度）の受審も
控えていたこともあり、なにか得られるものがあるかもしれないと思い、受講することを決めました。

Q. 貴院で外国⼈患者受⼊れ体制整備に取り組む理由はなんでしょうか。

患者さんだけではなくスタッフの安全も守るために
先ほどお話したように、当院では⽇々外国⼈患者さんを受け⼊れていましたが、これまで外国⼈患者さんを受け⼊れるための
ルールや体制を整備したり⾒直したりする機会もノウハウもなく、そもそも体制作りに関わる担当者も決まっていなかったん
です。そのため、スタッフは外国⼈とのコミュニケーションに苦慮し、事故やトラブルのリスクにさらされてきました。外国
⼈患者の来院や問い合わせが増える中、このままでは、患者さんだけでなくスタッフの安全にも影響してしまうと危機感を抱
き、副院⻑を中⼼として外国⼈患者受け⼊れ環境の整備をはじめることになりました。

受講者の声
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Q.実際に研修に参加してみていかがでしたか。

病院全体としてどういったリスクを抱えるのかが明確になり危機感が芽⽣えた
きちんと体制整備をしないと病院としてどういうリスクを抱えてしまうのか、ということに気づけたのがとても⼤きかった

ですね。私⾃⾝も外国⼈患者さんを対応していたので、研修を受ける以前から現場で⾔葉が通じなくて困るとか、そういった
問題には⾃分⾃⾝で直⾯して認識していたのですが、病院全体としてどういう問題につながるかという視点はまったくありま
せんでした。例えば、未収⾦や医療安全など今まで考えが及ばなかった点に気づくきっかけになりました。

また、様々な講師の皆さんから外国⼈患者対応について事例をあげて解説をいただいたので、内容も⾮常に分かりやすく楽
しく受講することができました。参加者や講師との繋がりがつくれたことも良かったです。研修を通じてご挨拶した講師の⽅
に医療機関の⾒学に訪問させていただいたりすることもでき、⼤変参考になりました。

「体制整備をしないことで病院が抱えてしまうリスクと
その対応事例を学び、体制整備の具体的な道筋が⾒えました」
2017年4⽉受講
成⽥⾚⼗字病院 国際診療科部⻑/国際救援部開設準備室室⻑浅⾹朋美先⽣

Q. 研修受講の動機・きっかけはなんでしたか。
国際担当部⾨の⽴ち上げとJMIP受審に向けた参考に
当院では成⽥国際空港近くにある病院ということもあり、以前より外国⼈患者さんの受⼊れを⾏なっていましたが、外国⼈患
者対応の専⾨部署はなく、英語が話せる⼈がその都度現場に呼ばれその場その場で対応をしている状態でした。しかし、英語
を話せるスタッフが⾃分の本来の業務を外れて対応する体制のままでは⽇常業務に⽀障も出るため問題があるという現場の声
もあり、2017年4⽉に国際診療科・国際救援部開設準備室が⽴ち上がることになったんです。同時期にJMIP認証を受けること
も決まったため、いろいろと情報収集をしている中で研修について知り、なにか体制整備に役⽴つのではないかと思い、受講
することを決めました。

受講者の声

Q. 研修に参加して、貴院の外国⼈患者体制整備に役⽴ったことはなんですか。
病院の抱えるリスクとその対応策をセットにして上層部に説明・提案し、電話医療通訳のスピード導⼊に成功
研修を受講したことで、ここままではまずいという危機感が⽣まれたと同時に、どのように体制整備をしていくと良いか

の具体的な道筋が⾒え、院内の整備をスピードアップさせることに役⽴ったと思います。例えば、医療通訳を⼊れずに外国
⼈患者さんに対応することで訴訟に発展したり、訴訟で⽴場が弱くなったりするリスクがあることを学び、それをそのまま
上層部に伝えて電話医療通訳導⼊の必要性を訴えたところ、迅速な導⼊が実現できました。

また、最初に院内アンケートをとると現在の課題がわかるという講師のアドバイスを受けて、部署を⽴ち上げるにあたっ
て院内アンケートをとったところ、院内の多くの⼈が「今更外国⼈を呼び込んでどうする」というような、ネガティブな意
⾒を持っていることがわかりました。最初は私たちとの温度差が⼤きいという結果にショックを受けもしましたが、実態を
把握できたことでそれに対する対応策も早めにとることができたのが良かったです。アンケート実施後には、研修で教えて
いただいた院内に反発があった場合の対応策を意識してとるようにすることで、少しずつ理解を得られてきていると感じて
います。そのほか、本⼈確認や未収⾦防⽌対策などで具体的な解決⽅法を教えていただいたことで、ルールを変更し、改善
につなげることができています。

Q.外国⼈患者受⼊れ体制整備に取り組むやりがいはどのようなものでしょうか。
外国⼈患者さんにとっての「⽇本」を担う
当院では⽇本に滞在する予定が全くなかった⼈が搬送され、院内だけを⾒て帰る⼈も少な

くないため、その患者さんにとっては「⽇本=成⽥⾚⼗字病院」になることもあります。で
すから、当院が⽇本の医療や⽂化を代表しているんだという意識をもって対応にあたってい
ます。患者さんが退院される際に「元気になって今度は絶対に観光で⽇本に来たい。」と
⾔ってくださることもあり、それは本当に嬉しい経験です。
また、先ほどはアンケートで院内から厳しい意⾒が多かったとお話ししましたが、その反⾯、現場ではスタッフは外国⼈患

者さんに対してとても親切なのでびっくりすることもあるんです。やはり⾚⼗字精神を叩きこまれているせいなのかもしれま
せん。ですから、院内スタッフが⾔葉が通じない患者さんに対しても安⼼して⾚⼗字の使命（「わたしたちは、苦しんでいる
⼈を救いたいという思いを集結し、いかなる状況下でも、⼈間のいのちと健康、尊厳を守ります。」）を果たせるよう私たち
がサポートしていきたいという思いもありますね。

Q. 研修への受講を検討されている⽅や、これから体制整備をされる⽅にメッセージをお願いします。
⽇本中で外国⼈の受診が⽇常になる時代に向け、ともに課題解決を
国内の外国⼈は増え続けていますので、今後、特定の病院に限らず、⽇本中のどこの病院でも外国⼈の受診が⽇常になる時
代が来ると感じています。研修では同じ課題に取り組む多くの仲間とも出会えますので、仲間たちといろいろな経験を積み、
それを共有しあい、外国⼈患者対応における課題を⼀緒に解決していくことで、⽇本の医療の将来につなげていければと思
います。 8



2019年度 研修プログラム（実績）
本年度の研修プログラムは以下のように予定しております、

①外国⼈患者受⼊れに関する幅広い知識
②外国⼈患者受⼊れ現場における実践的スキル
③組織の課題の発⾒・分析スキル
④組織の課題を解決するための実⾏⼒
を効率的に⾝につけるために必要な内容を凝縮して構成しています。
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